
会長講演、厚生労働省講演、招待講演、理事長講演  
日時：2017 年 9 月 22 日（金）9:10〜12:30   
場所：第 1会場（3F, コンベンションホール西） 
講演予定者：会長講演 25分講演5分質疑、厚生労働省講演40分講演10分質疑、招待講演、理事長講演 50分講演10分質疑 
会長講演      9:10- 9:40  阿部康二（岡山大学神経内科） 
厚生労働省講演  9:40-10:30 
招待講演     10:30-11:30  大内尉義（虎の門病院）高齢者の新しい定義：その背景と意義 
理事長講演   11:30-12:30  浦上克哉（鳥取大学生体制御学講座）認知症予防の展望～日本認知症予防学会が果たすべき役割～ 

 
シンポジウム 1 ＜エビデンス創出委員会報告＞ 
日時：2017 年 9 月 22 日（金）13:30〜15:00  
場所：第 1会場（3F, コンベンションホール西）  
講演予定者：各 13 分講演＋4分質疑 
(1)13:30-13:47  阿部康二（岡山大学神経内科）認知症予防学会エビデンス創出委員会からの現状報告 
(2)13:47-14:04 野田明子（中部大学生命健康科学部）睡眠障害・睡眠呼吸障害と認知症予防エビデンス
(3)14:04-14:21 川瀬康裕（川瀬神経内科クリニック）認知刺激療法の認知症予防エビデンス 
(4)14:21-14:38 宇野正威（吉岡リハビリテーションクリニック）臨床美術によるによる認知症予防エビデンス 
(5)14:38-14:55 田中克明（コクヨ）筆記療法の認知症予防エビデンス 
 
シンポジウム２ ＜他領域での認知症予防＞ 
日時：2017 年 9 月 22 日（金）13:30〜15:00   
場所：第 2会場（3F, コンベンションホール東） 
講演予定者：各 25 分講演＋5分質疑 
(1)13:30-14:00  横山正尚（高知大学麻酔科）術後認知障害（POCD） 
(2)14:00-14:30 伊達勲（岡山大学脳神経外科）手術で治る認知症：特発性正常圧水頭症を中心に 
(3)14:30-15:00 山田了士（岡山大学精神科）精神科リエゾンチームの周術期支援 
   
シンポジウム 3 ＜若年認知と新規技術＞ 
日時：2017 年 9 月 22 日（金）13:30〜15:00                
場所：第 3会場（3F, 301 会議室） 
講演予定者：各 12 分講演＋3分質疑 
(1)13:30-13:45 國時景子（東北大学加齢医学研究所）APOE 遺伝子ε4多型の健常小児海馬体積への影響 
(2)13:45-14:00  竹田伸也（鳥取大学大学院臨床心理学専攻）地域での包括的認知症検診プログラムの開発 
(3)14:00-14:15  笠原浩生（群馬大学脳神経内科）認知症患者におけるMRI上脳虚血性変化とPiB-PET所見の定量的解析 
(4)14:15-14:30  涌谷陽介（倉敷平成病院）機械学習版 Neuronal Activity Topography による認知症患者の経過予測の可能性 
(5)14:30-14:45  竹内洋司（㈱インシーク）ロボットを活用したリハビリ型デイサービスにおける利用者の運動機能、認知機能、主観的QOLの検討 

(6)14:45-15:00  上野早織（パナソニック㈱）重度認知症者向け高照度光照射による睡眠およびBPSDへの効果に関する予備的評価 

 
シンポジウム 4 ＜運転免許＞ 
日時：2017 年 9 月 22 日（金）13:30〜15:00                
場所：第 4会場（3F, 302 会議室） 
講演予定者：各 12 分講演＋3分質疑 
(1)13:30-13:45 中村拓司（TACT）運転時認知障害早期発見チェックリスト 30  
(2)13:45-14:00  並木靖幸（高齢者安全運転支援研究会）74 才以下高齢運転者への認知症スクリーニングの必要性 
(3)14:00-14:15  鈴木美緒（東京大学生産技術研究所）軽度認知障害ドライバーの運転挙動の特徴の分析 
(4)14:15-14:30  後藤誠一（後藤クリニック）糖尿病外来通院患者に於ける認知症関連因子の検討 ～北九州大都市圏65歳以上、685名の解析～ 

(5)14:30-14:45  鳥塚俊洋（JAF メディアワークス IT Media 部）「運転時認知障害早期発見プログラム」実施結果
(6)14:45-15:00  平塚雅之（高齢者安全運転支援研究会）ＭＣＩ判定を受けた高齢ドライバーの意識調査 
 

シンポジウム 5 ＜初期集中支援チームの課題＞ 
日時：2017 年 9 月 22 日（金）15:00〜16:30                
場所：第 1会場（3F, コンベンションホール西） 
講演予定者：各 12 分講演＋3分質疑 
(1)13:30-13:45 阿部由美子（みどり病院認知症疾患医療センター）当院における認知症初期集中支援チームの課題と対策  
(2)13:45-14:00  浜本史子（湘南いなほクリニック）在宅療養支援診療所による認知症初期集中支援チームの意義と課題 
(3)14:00-14:15  長山洋子（倉敷平成病院）早期安心に向けた当院における認知症早期対応の取り組み 
(4)14:15-14:30  安倉央（マスカット薬局倉敷店）保険薬局と高齢者支援センターとの連携による地域住民の認知症早期発見
(5)14:30-14:45  田中美智子（大分大学医学部神経内科）地域在宅高齢者に対する認知症の啓蒙および早期診断の取り組み
(6)14:45-15:00  赤津裕康（名古屋市立大学）地域高齢者住民に対する認知症になる前のアドバンスケアプランニング意識調査 

     
シンポジウム 6 ＜認知症疾患センターの現状と課題＞ 
日時：2017 年 9 月 22 日（金）16:30〜18:00                
場所：第 1会場（3F, コンベンションホール西） 
講演予定者：各 12 分講演＋3分質疑 
(1)13:30-13:45  森谷祐介（東海大学神経内科）当院関連施設における認知症ケア加算の実績と当院での導入の取り組みと問題点について 

(2)13:45-14:00  川西智也（日本医科大学武蔵小杉病院認知症センター）保健所が関与した地域在住高齢者の迷惑行為の実態

(3)14:00-14:15  鈴木陽子 （群馬大学医学部附属病院）群馬大学医学部附属病院認知症疾患医療センターにおける相談業務の特徴 
(4)14:15-14:30  金島由佳（川崎医科大学附属病院）高齢者運転に関して、認知症疾患医療センターに地域から求められる役割とは

(5)14:30-14:45  杉山美香（東京都健康長寿医療センター研究所）認知症支援のための地域づくり「高島平ココからステーション」の実践

(6)14:45-15:00  日和田正俊（長崎県県北認知症疾患医療センター）地域に向けた認知症予防活動：第１報 ～認知症予防トレーナー養成講座の開催～ 

   
スポンサー共催シンポジウム 7 ＜アルツハイマー病再考＞ 
日時：2017 年 9 月 23 日（土）11:30〜14:45                
場所：第 1会場（3F, コンベンションホール西） 
(1)11:30-11:45 オープニングセッション 

阿部康二（岡山大学神経内科）、茅野龍馬(WHO 神戸センター)、前田潔（神戸学院大学） 
(2)11:45-12:30  セッション 1 「アルツハイマー病の予防・進行抑制再考」 
                 座長 浦上克哉（鳥取大学生体制御学講座） 
         演者 木村成志（大分大学医学部神経内科）、西野憲史（西野病院） 
(3)12:30-13:15  セッション 2 (ランチョンセッション) 「Early-stage アルツハイマー病診断再考」 
                 座長 阿部康二（岡山大学神経内科） 
         演者 北村伸（日本医科大学武蔵小杉病院）、小川敏英（鳥取大学医学部病態解析医学） 
(4)13:15-14:00  セッション 3 「アルツハイマー病の Amyloid 仮説を再考する」 
                 座長 浦上克哉（鳥取大学生体制御学講座） 
         演者 岩田淳（東京大学神経内科）、伊藤健吾（国立長寿医療研究センター） 
(5)14:00-14:45  セッション 4 「Advanced-Age Healthy Society(地域活動)を考える」 
                 座長 阿部康二（岡山大学神経内科） 
         演者 水上勝義（筑波大学大学院）、櫻井孝（国立長寿医療研究センター）、乗竹亮治(日本医療政策機構) 



 
シンポジウム 8 ＜生活習慣病対策＞ 
日時：2017 年 9 月 23 日（土）13:30〜15:00                
場所：第 2会場（3F, コンベンションホール東） 
講演予定者：各 12 分講演＋3分質疑 
(1)13:30-13:45 久徳弓子（川崎医科大学神経内科学）大学病院もの忘れ外来に長期通院継続している軽度認知障害患者の特徴  
(2)13:45-14:00  田中繁弥（高崎健康福祉大学）軽度認知機能低下者に対する包括的運動プログラムによる認知機能・歩行能力の変化 
(3)14:00-14:15  木村藍（長寿医療研究センター）軽度認知障害および早期アルツハイマー型認知症における栄養状態と行動・心理症状 (BPSD) との関連 
(4)14:15-14:30  永井久美子（杏林大学医学部高齢医学）高齢者において血清カルニチン値の低下は認知機能低下に関連する 
(5)14:30-14:45  大坪研一（新潟薬科大学）食後の血糖上昇および血中アミロイドβ増加を抑制する食素材の探索
(6)14:45-15:00  伊賀瀬道也（愛媛大学大学院老年神経総合診療内科学）河内晩柑由来果汁飲料の認知機能予防効果 

 
シンポジウム 9 ＜高齢者の反社会的行動を考える＞ 
日時：2017 年 9 月 23 日（土）13:30〜15:00                
場所：第 3会場（3F, 301 会議室） 
講演予定者：各 17 分講演＋5分質疑 
(1)13:30-13:52 野村俊明（日本医科大学医療心理学）高齢受刑者のプロフィール調査からみる高齢者支援の必要性 
(2)13:52-14:04  川西智也（日本医科大学武蔵小杉病院認知症センター） 

地域における高齢者の「迷惑行為」～地域包括支援センターへのインタビュー調査から～ 

(3)14:04-14:26  平野美紀（香川大学法学部）刑事司法の立場から高齢者の反社会的行動の実情と対応を考える
(4)14:26-15:00  演者未定 

  
特別講演 
日時：2017 年 9 月 23 日（土）8:30〜11:30 
場所：第 1会場（3F, コンベンションホール西）   
講演予定者：各 50 分講演＋10 分質疑 
特別講演 I   8:30-9:30  鈴木正彦（東京慈恵医科大学神経内科）認知症の脳画像診断 
特別講演Ⅱ  9:30-10:30 森下竜一（大阪大学臨床遺伝子治療学）生活習慣病と AD 予防 
特別講演Ⅲ 10:30-11:30 東海林幹夫（弘前大学神経内科）認知症予防と DIAN-J 研究 
 
Hot Topics 1, 3, 5, 7, 9 
日時：2017 年 9 月 23 日（土）8:30〜12:15 
場所：第 2会場（3F, コンベンションホール東）   
講演予定者：各 40 分講演＋5分質疑 
(1) 8:30-9:15  長谷川隆文（東北大学神経内科）認知症の病態と臨床 
(3) 9:15-10:00 松原悦朗（大分大学神経内科）認知症治療と地域連携 
(5) 10:00-10:45 池田佳生（群馬大学神経内科）認知症の薬物療法 
(7) 10:45-11:30 神谷達司（神谷医院）生活習慣病対策と認知症予防 
(9) 11:30-12:15 櫻井 孝（国立長寿医療研究センター）Orange 研究の進捗状況 
 
Hot Topics 2, 4, 6, 8, 10 
日時：2017 年 9 月 23 日（土）8:30〜12:15 
場所：第 3会場（3F, 301 会議室）   
講演予定者：各 40 分講演＋5分質疑 
(2) 8:30-9:15  田嶋順子（山野美容芸術短期大学）認知症に活かす美容療法 
(4) 9:15-10:00 岩田 淳（東京大学神経内科）認知症の診かたと診断のコツ 
(6) 10:00-10:45 利根川久女紅（エアロビクス利根川 Kスタジオ）認知症予防とダンス療法 
(8) 10:45-11:30 石渡明子（日本医科大学付属病院大学院医学研究科 神経内科学分野）認知症の脳画像診断 
(10)11:30-12:15 渡嘉敷崇（琉球大学第三内科）認知症 BPSD への対処と家族教育 
 
臨床検査技師主催シンポジウム 
日時：2017 年 9 月 23 日（土）13:30〜15:00  
場所：第 4会場（3F, 302 会議室）   
講演予定者：各 25 分講演＋5分質疑 
座長：高村好実（宇和島市立病院）、河月稔（鳥取大学医学部保健学科） 
(1)阿部慈美（兵庫県看護協会）認知症医療について病院内（施設）のチーム医療について現状と展望～看護師の立場から～ 

(2)深澤恵治（日臨技） 認知症医療について病院内（施設）のチーム医療について現状と展望 
(3)賀屋邦彦（西野病院））認知症医療について当院のチーム医療の現状と課題 
 
認知症予防専門医教育セミナー（第 3回） 
日時：2017 年 9 月 23 日（土）17:00〜19:00  ＊受付は 16:30～会場前にて行います。 
場所：第 1会場 （3F コンベンションホール 西）  
参加費：事前申込み  10,000 円、当日申込み  12,000 円 
単位：教育セミナー受講+小テスト合格 認定単位 10 単位 
講演予定者：各 15 分講義 
(1) 17:00-17:15  浦上克哉（鳥取大学生体制御学講座）認知症予防の考え方とアロマセラピー 
(2) 17:15-17:30 北村 伸（日本医大武蔵小杉病院）認知症の脳画像と薬物治療 
(3) 17:30-17:45 高尾芳樹（倉敷平成病院）認知症疾患センターの役割 
(4) 17:45-18:00 西野憲史（西野病院）認知刺激療法 
(5) 18:00-18:15 菱川 望（岡山大学神経内科）ヨガ療法の認知症予防効果 
(6) 18:15-18:30 東 靖人（姫路中央病院）分かり易い認知症の病理学 
(7) 18:30-19:00 小テスト（専門医制度委員長：岡山大学 阿部康二） 
 
教育講演 
日時：2017 年 9 月 24 日（日）8:30～12:30 
場所：第 1会場 （3F コンベンションホール 西） 
講演予定者：各 50 分講演＋10 分質疑 
(1) 8:30-9:30  田北昌史（田北メモリーメンタルクリニック）認知症治療における介護の重要性 
(2) 9:30:-10:30 大塚美恵子（国際医療福祉大学神経内科）アルツハイマー病予防と摂取栄養素 
(3) 10:30-11:30 赤澤堅造（希望の家・先端応用音楽研究所）音楽療法・楽器演奏の認知症予防効果 
(4) 11:30-12:30 瀧澤俊也（東海大学神経内科）生活習慣病と認知症予防 
 
 
 
 
 
 
 



認定認知症領域検査技師スキルアップセミナー 
＊事前登録者のみ 
＊受付は 8:30～会場前にて行います。 
日時：2017 年 9 月 24 日（日）8:45〜10:15   
場所：第 2会場（3F コンベンションホール 東） 
単位：20 単位  
（認定認知症領域検査技師スキルアップセミナーとグループディスカッションに全て参加した場合） 
講演予定者：各 80 分講演＋10 分質疑 
座長：狩野賢二（島根大学医学部附属病院クリニカルスキルアップセンター長） 
演者：小川敬之（九州保健福祉大学保健学部） 
 
認定認知症領域検査技師グループディスカッション 
＊事前登録者のみ 
日時：2017 年 9 月 24 日（日）10:20〜12:25   
場所：第 2会場（3F コンベンションホール 東）  
各 10 分講演＋50 分グループディスカッション+60 分グループ発表 
座長：深澤恵治（日臨技）、河月稔（鳥取大学医学部保健学科） 
演者：新屋敷紀美代（熊本第一病院）、西野真佐美（梶川病院）、中村友美（幡多けんみん病院） 
 
認知症予防専門士講座 
日時：2017 年 9 月 24 日（日）8:30〜12:30 第 3会場 
場所：岡山コンベンションセンター（岡山駅西口直結）３F   
(1) 8:30- 8:35  開会挨拶 
(2) 8:35- 9:35 講演Ⅰ「認知症の疾患と検査」（仮題）  松村美由起(東京女子医科大学付属成人医学センター) 
(3) 9:45-10:45 講演Ⅱ「認知症の予防」（仮題）         浦上克哉(鳥取大学医学部保健学科生体制御学) 
(4)10:55-12:25 実践セミナー「臨床美術」              辻 美帆(医療法人社団翔洋会) 
(5)12:25-12:30  閉会挨拶 
 
 
認知症予防専門士スキルアップセミナー（認知症予防専門士ミーティングを含む） 
日時：2017 年 9 月 24 日（日）8:00〜12:30 第 4会場 
場所：岡山コンベンションセンター（岡山駅西口直結）３F   
座長：當山房子（福祉ネットワークやえやま） 
(1) 8:00- 8:05  開会挨拶 
(2) 8:05- 9:05 認知症予防専門士 実践報告 

演者：佐々木純子(NPO 法人青森音楽療法研究会), 杉原初美(日下部記念病院) 
高橋智子(横手市健康福祉部地域包括支援センター) 

(3) 9:15-10:05 認知症予防専門士ミーティング 
(4)10:15-11:15 講演Ⅰ「認知症の疾患と検査」（仮題）岡原一徳 (けいめい記念病院) 
(5)11:25-12:25  講演Ⅱ「認知症の治療と予防」（仮題）辻 正純 (辻内科循環器科歯科クリニック) 
(6)12:25-12:30  閉会挨拶 
 
 
市民公開講座 
日時：2017 年 9 月 24 日（日）14:00～16:00 第 1 会場 
場所：岡山コンベンションセンター（岡山駅西口直結）３F   
講演予定者：各 25 分講演＋5分質疑 
(1) 14:00-14:30  浦上克哉（鳥取大学生体制御学講座）認知症予防の重要性 
(2) 14:30-15:00 山下 徹（岡山大学神経内科）生活習慣病を予防して認知症予防 
(3) 15:00-15:30 江澤和彦（倉敷スイートホスピタル理事長）認知症を支え予防する地域共生社会を目指して 
(4) 15:30-16:00 尾崎善規（認知症の人と家族の会）認知症家族会からの提言 


